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１ 研究の目的 

飼育しているカエルは、いやがって手のすき間から出てとんで逃げる。今までニホンヒキガエ

ルの方がよくとぶと思っていたが、ニホンアマガエルの方がよくとんだので、飼育しているカエ

ルでどれが一番とぶのか知りたくなり、調べてみようと思った。 

２ 研究の方法と結果 

(1) カエルの体長（鼻先から尻）、体重、後ろ足の長さ、後ろ足の太さを測り、表１にまとめた。     

(2) カエルのはら、前足、後ろ足に黒い絵の具をつけ、大きな紙の上にのせ、はしからはしまで

とんだ足あとを記録した。よくとんだ３回を計測し、表１にまとめた。 
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３ 研究の考察とまとめ                            

・カエリンピック 2016 種目ジャンプでは、トノサマガエルが金メダル、ヌ

マガエルが銀メダル、ニホンアマガエルが銅メダルだった。 

・カエルの体格差があるので、体長１cmあたりの飛きょりを比べると、トノ

サマガエル→ヌマガエル→ニホンアマガエルの順であった。（グラフ①） 

・足が長いと太さと飛きょりに関係あるのではないかと思い計った。体調１cmあたりの長さを比

べてみると、（グラフ②）足が長いほど飛きょりが長いことがわかった。 

・体長１cmあたりの足の太さを比べてみた。（グラフ③）足の太さが太い順に、トノサマガエルと

ニホンヒキガエル→ヌマガエルとナンブヒキガエルであった。ヒキガエル科以外のトノサマガ

エル・ヌマガエル・ニホンアマガエルは、足が太いほど飛きょりが長いことが分かった。 

・トノサマガエルとヌマガエルは、足が長くて太いのでとぶのが得意だと分かった。 

優賞 

表１ 


